
令和５年度 ３年 社会科 年間指導計画・評価計画 

１．目指す生徒像  

 

２．評価方法 

観点 
①知識・技能 ②思考・判断・表現 

③主体的に学習に 

取り組む態度 

主な

評価

方法 

授業ノート 

授業観察 

提出課題 

定期テスト 

小テスト 

授業ノート 

授業観察 

提出課題 

定期テスト 

小テスト 

授業ノート 

授業観察 

提出課題 

 

 

３．年間指導計画・評価規準 

月 単元 時数 学習活動 ① ② ③ 評価規準（おおむね満足できる Ｂ） 
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４ 
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第５章 

近代（後半） 

第１節 第一次世

界大戦と民族独

立の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 高まるデ

モクラシーの意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーロッパ諸国間の対立や

民族問題を背景として第一

次世界大戦が起こったこと

に気付くとともに，日本の

参戦，ロシア革命なども取

り上げて，世界の動きと日

本との関連に着目し，大戦

がその後の国際情勢に大き

な影響を及ぼしたことがわ

かる。 

 

 

 

 

第一次世界大戦がその後の

日本に大きな影響を及ぼし

たことがわかる。 

国民の政治的自覚が高ま

り，本格的な政党内閣によ

る政党政治が展開したこ

と，普通選挙制が実現した

こと，米騒動をはじめ，労

働運動，農民運動，社会主
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①学習を通して地図や写真資料などから適切なことが

らを読み取っている。歴史的な事象を理解し知識を身

に付けている。 

②学習を通して、資料に基づき思考を深め、判断した

ことを適切に表現している。 

③学習を通して，第一次世界大戦の背景とその影響，

民族運動の高まりと国際協調の動きなどについての関

心を高め，意欲的に追究し，近代の特色を捉えようと

し，国際協調の大切さを考えようとしている。また，

「民主主義」というキーワードをもとに，さまざまな

歴史的事象との関連を意欲的に追究して，近代の特色

を捉えようとしている。 

 

 

①学習を通して地図や写真資料などから適切なことが

らを読み取っている。歴史的な事象を理解し知識を身

に付けている。 

②学習を通して、資料に基づき思考を深め、判断した

ことを適切に表現している。 

③学習を通して，第一次世界大戦が我が国の政治や経

済に与えた影響，国民の政治的自覚の高まりと文化の

大衆化などについての関心を高め，意欲的に追究し，

近代の特色を捉えようとし，国際協調の大切さを考え

学年末の到達目標「社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い

視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公

民としての資質・能力の基礎を育成する。」 

『知識・技能』社会的事象の特色や相互の関連を理解し、諸資料を適切に選択し活用することができる。 

『思考・判断・表現』社会的事象を多面的・多角的に考察し、公正に判断し、適切に表現することができる。 

『主体的に学習に取り組む態度』社会的事象に対する関心を高め、意欲的に追究し考えることができる。 
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第３節 戦争に向

かう世論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４節 第二次世

界大戦の惨禍 
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義運動などの社会運動が幅

広く行われるようになった

こと，女性の社会的進出が

進んだことなどがわかる。 

 

世界恐慌に対する各国の対

策と対立の深刻化，我が国

の経済の混乱と社会不安の

広がりを取り扱い，政党政

治が行き詰まりをみせ，軍

部が台頭して大陸での勢力

を拡張したこと，中国との

戦争が長期化した経緯を理

解する。 

 

 

日本がドイツ，イタリアと

三国同盟を結び，アメリカ

合衆国，イギリス，そして

終戦直前に参戦したソビエ

ト連邦などとの大戦になっ

たこと，我が国が多くの 

国々，とりわけアジア諸国

の人々に対して多大な損害

を与えたこと，各地への空

襲，沖縄戦，広島・長崎へ

の原子爆弾の投下など，我

が国の国民も大きな戦禍を

受けたことなどから，大戦

が人類全体に惨禍を及ぼし

たことを理解し，国際協調

と国際平和の実現に努める

ことが大切であることに気

付く。 
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ようとしている。また，「民主主義」というキーワー

ドをもとに，さまざまな歴史的事象との関連を意欲的

に追究して，近代の特色を捉えようとしている。 

 

 

①学習を通して地図や写真資料などから適切なことが

らを読み取っている。歴史的な事象を理解し知識を身

に付けている。 

②学習を通して、資料に基づき思考を深め、判断した

ことを適切に表現している。 

③学習を通して，経済の世界的な混乱と社会問題の発

生，昭和初期から第二次世界大戦が始まるまでの我が

国の政治・外交の動きなどについての関心を高め，意

欲的に追究し，近代の特色を捉えようとし，国際協調

の大切さを考えようとしている。 

 

①学習を通して地図や写真資料などから適切なことが

らを読み取っている。歴史的な事象を理解し知識を身

に付けている。 

②学習を通して、資料に基づき思考を深め、判断した

ことを適切に表現している。 

③学習を通して，第二次世界大戦中の我が国の政治・

外交の動き，戦時下の国民の生活などについての関心

を高め，意欲的に追究し，国際協調の大切さを考えよ

うとしている。また，身近な地域における空襲の被害

や戦時下の生活状況を，進んで調べるなどしている。

戦争の惨禍を理解し，国際協調と国際平和の実現に努

めることが大切であるという自覚を高めている。 
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第６章 現代 

第１節 敗戦から

立ち直る日本 
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戦後の混乱の中で，国民の

貧しさからの解放の願いや

平和と民主主義への期待な

どを背景に，日本国憲法の

制定をはじめとして大きな

改革が次々に進められ，国

民が苦難を乗り越えて新し

い日本の建設に努力し，現

代の日本の骨組みが形成さ
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〇 
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①学習を通して地図や写真資料などから適切なことが

らを読み取っている。歴史的な事象を理解し知識を身

に付けている。 

②学習を通して、資料に基づき思考を深め、判断した

ことを適切に表現している。 

③学習を通して，新しい日本の建設についての関心を

高め，意欲的に追究して現代の特色を捉えようとする

とともに，国際協調の大切さを考えようとしている。

また，戦後の混乱や生活のようす，国民の努力に関す



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 世界の多

極化と日本の成

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 これから

の日本と世界 
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れたことがわかる。 

国際連合の発足，米ソ両陣

営が対立して冷戦が始まっ

たこと，アジア諸国の独立，

朝鮮戦争，その後の平和共

存の動きなどを，我が国の

動きと関連させながら理解

する。 

 

我が国における産業・経済

や科学技術の著しい発展と

それに伴う生活の向上や，

それらを背景とする世界有

数の経済大国への急速な成

長，及び石油危機が経済に

及ぼした影響などがわか

る。 

沖縄返還，日中国交正常化

などを取り扱い，東アジア

との新たな関係や当時の国

際情勢について理解する。 

 

世界規模での米ソ両陣営の

対立が終わったことに気付

き，冷戦終結後の国際協調

の平和外交の推進や開発途

上国への援助などに着目

し，国際社会において我が

国の役割が大きくなってき

たことを理解するととも

に，公民的分野の学習に向

けた課題意識をもつ。 
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る具体的な事例を調べたりまとめたりする活動を通し

て，国民が苦難を乗り越えて新しい日本の建設に努力

したことに気付き，現代の特色を捉えようとしている。 

 

 

 

 

 

 

①学習を通して地図や写真資料などから適切なことが

らを読み取っている。歴史的な事象を理解し知識を身

に付けている。 

②学習を通して、資料に基づき思考を深め、判断した

ことを適切に表現している。 

③学習を通して，経済や科学技術の急速な発展と国民

生活の向上などについての関心を高め，意欲的に追究

して現代の特色を捉えようとするとともに，国際協調

の大切さを考えようとしている。また，現在の自分た

ちの生活との深いつながりに気付き，関連が深い事柄

を進んで調査したりまとめたりしながら，現代の特色

を意欲的に追究しようとしている。 

 

①学習を通して地図や写真資料などから適切なことが

らを読み取っている。歴史的な事象を理解し知識を身

に付けている。 

②学習を通して、資料に基づき思考を深め、判断した

ことを適切に表現している。 

③学習を通して，国際社会における我が国の役割の増

大などについての関心を高め，意欲的に追究して現代

の特色を捉えようとするとともに，国際協調の大切さ

を考えようとしている。また，国際協調の平和外交の

推進や開発途上国への援助など，日本が果たすべき役

割と政府等が行っている活動について意欲的に調べた

り，自分の考えをまとめたりしている。 
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＜公民的分野＞ 

第１章 私たちの

暮らしと現代社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地理や歴史で学んできたこ

とをもとに，私たちの暮ら

しや考え方に生じてきたさ

まざまな変化や影響を確認

する。 

○現代の社会をどのように

とらえ，未来をどのように

生きていけばよいかを考え

る。 
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①現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして，

対立と合意，効率と公正などについて理解している。

また，人間は本来社会的存在であることを基に，個人

の尊厳と両性の本質的平等，契約の重要性やそれを守

ることの意義及び個人の責任について理解している。 

②対立と合意，効率と公正などに着目して，社会生活

における物事の決定の仕方，契約を通した個人と社会

との関係，きまりの役割について多面的・多角的に考

察し，表現している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③現代社会を捉える枠組みについて，現代社会に見ら

れる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとし

ている。 

 

９ 

１０ 

第２章 個人を尊

重する日本国憲

法 

 

 

17 憲法を学ぶにあたり，その

根底にある個人の尊重とい

う考え方の大切さに気付

く。 

憲法とは何か，なぜ憲法を

学ぶ必要があるのかについ

て興味・関心をもつ。 

 

〇 〇 〇 ①日本国憲法が，個人の尊重という価値観を基礎に成

り立っていることを理解している。 

②個人を尊重するという考えについて，日常の具体的

なできごとと関連付けて考察し，表現している。 

③個人の尊重と法の支配の重要性に着目し，自分の生

活と関連付けて憲法を学ぶ意味を自らに問い，理解し

ようとしている。 

１０ 

１１ 

第３章 私たちの

暮らしと民主政治 

 

 

22 議会の傍聴を通して，身近

な暮らしと政治との関わり

について考える。 

民主主義という考え方のも

つ意義や特徴を理解し，身

近な暮らしの中で果たして

いる役割に気付く。 

 

〇 〇 〇 ①身近な地域の課題を解決する役割を担う人々につい

て調べることを通して，民主主義の考え方について理

解している。 

②議会の傍聴や視聴などを通して，身近な暮らしと民

主主義を関連付けて考察している。 

③議会の傍聴や視聴をきっかけに，自分の生活と関連

付けて，民主主義の考え方や民主政治の意味について

問い，考察しようとしている。 

 

１１ 

１２ 

第４章 私たちの

暮らしと経済 

 

17 経済社会における「分業」

のもつ意味について，具体

例をもとに考える。 

ものを交換することの意義

や，その際に貨幣の果たす

役割に気付き，身近な暮ら

しと経済活動とのつながり

への関心を高める。 

 

 

〇 〇 〇 ①分業をすることが生産性の向上をもたらすこと，貨

幣を通じて生産物を交換していることを理解し，経済

活動は一人一人が関わり合って成立していることに気

付く。 

②生産物の交換に貨幣が使われることの意義や効率性

について，物々交換との比較で考察し，説明している。 

③身近な生活の中で経済活動がどのような意味をもつ

のかについて，「分業と交換」という視点から，主体

的に学習していく見通しをもっている。 

 

12 第５章 安心して

豊かに暮らせる社

会 

 

 

8 生まれてからこれまでの私

たちの 15年間の暮らしは，

どのように営まれてきたの

かを理解する。 

これからの人生において

は，どのような支えが必要

になっていくかを考える。 

 

 

〇 〇 〇 ①「出産・育児」「保育・教育」「医療」の視点から，

中学校３年生にいたるまでに平均的に使われている費

用を理解し，まとめている。 

②これまでの 15年間で自分が受けてきた公的な支援

を踏まえながら，これからの人生においてどのような

支援を受けるかを考察し，自分の言葉で表現している。 

③私たちが安心して豊かに暮らしていくために必要な

ことはどのようなことか，「希少性」（資源の分配の

あり方）の観点をもって，主体的に学習していく見通

しをもっている。 

 



１ 

２ 

第６章 国際社会

に生きる私たち 

 

 

 

13 国際社会が抱えている課題

を捉え，「持続可能」な社

会の実現に向けた取り組み

が国際社会に求められてい

ることに気付く。 

国際社会に存在するさまざ

まな課題を学び，その解決

に向けて自分なりに取り組

んでいくことの意義につい

て考える。 

 

〇 〇 〇 ①酸性雨や大気汚染，オゾン層の破壊，海洋汚染，森

林減少など，人間が関与した地球環境問題は「持続可

能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の１７の目標の何に当て

はまるか調べ，持続可能な発展に向け世界が協調して

進める意義を理解している。 

②先進国と発展途上国など国家間や地域間により，持

続可能な発展に向けた意見や考えの違いが生まれる理

由を，多面的・多角的に考察し，表現している。 

③持続可能な開発目標の達成や地球環境問題の解決に

向け，国や地域，個人がすべきことについて，現代社

会にみられる課題の解決を視野に，主体的に取り組も

うとしている。 

 

２ 

３ 

終章  私たちが

未来の社会を築く 

 

 

4 日本国憲法の平和主義に関

する理解を深め，我が国の

国際貢献のあり方について

考えるとともに，世界平和

を確立するための熱意と協

力の態度を育てる。 

持続可能な社会を形成する

という観点から，わたした

ちがよりよい社会を築いて

いくために解決すべき課題

を探求し，自分の考えをま

とめることができる。 

 

 〇 〇 ②社会的な思考・判断・表現 

社会的な見方・考え方を働かせ，私たちがよりよい社

会を築いていくために解決すべき課題を多面的・多角

的に考察，構想し，表現している。 

③主体的に学習に取り組む態度 

私たちがよりよい社会を築いていくために解決すべき

課題について，現代社会に見られる課題の解決を視野

に主体的に社会に関わろうとしている。 

 

 


